
　

定例会見

日時：令和７年１２月１８日（木）　１１：３０～

会見内容

１．発表事項　
　

(1)岐阜市民栄誉賞受賞者の決定について
市長公室（秘書課）

(2)ギフハートバス新車両の運行開始について
都市建設部（交通政策課）

(3)令和７年度史跡岐阜城跡発掘調査成果について
ぎふ魅力づくり推進部（文化財保護課）

(4)「ぎふ灯り物語２０２６」について
ぎふ魅力づくり推進部（観光コンベンション課）

令和７年度 第10回 市長定例記者会見
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1-（1）岐阜市民栄誉賞受賞者の決定について                

 

１ 岐阜市民栄誉賞の決定                       

  受賞者：串田
く し だ

 咲
さ

歩
ほ

 さん 

 功 績：東京2 0 2 5
二ーゼロニーゴー

デフリンピック 水泳競技3種目※で銅メダルを獲得 

（※100ｍ・200ｍ平泳ぎ、女子4×100ｍメドレーリレー） 

 

２ 岐阜市民栄誉賞について                      

（岐阜市民栄誉賞） 

 岐阜市民栄誉賞は、 

  ・本市の住民 又は、本市にゆかりのある方で、公共の福祉の増進 又は  

産業、経済 若しくは スポーツ、文化の発展 などにおいて、 

   その「功績が顕著」で、本市の「名を高め」、広く「市民に敬愛」され、 

   「社会に明るい希望」を与えていただいた方々に、平成3年から授与。 

  ・これまでに、55人・2団体の皆様方が受賞。 

（近年の受賞者） 

  近年のスポーツ分野での受賞者 

   ・バドミントン福島
ふくしま

 由紀
ゆ き

さん、廣田
ひ ろ た

 彩
さや

花
か

さん（令和3年 7月開催の東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸで活躍） 

   ・新体操の松原
まつばら

 梨
り

恵
え

さん（令和3年 7月開催の東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸで活躍） 

   ・スノーボード女子 ビッグエア村瀬
むらせ

 心
ここ

椛
も

さん（令和4年2月に開催の北京冬季ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・銅ﾒﾀﾞﾙ） 

 

３ 岐阜市民栄誉賞受賞者について                   

（受賞者経歴） 

  このたび、受賞が決定しました県立岐阜商業高等学校2年生 串田
く し だ

 咲
さ

歩
ほ

さんは、 

   ・3歳から水泳を始め、 

   ・小学校1年生 時:「選手コース」に選抜され、 

・中学校3年生 時:「岐阜県 中学校総合体育大会」で“優勝”。 

   ・高校1年生（令和6年）:「デフ水泳」を始め、 

   ・令和7年11月:日本代表として、東京2 0 2 5
二ーゼロニーゴー

デフリンピックに挑戦。 
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（ぎふ未来トップアスリート育成プロジェクト） 

  今年の7月、串田
く し だ

 咲
さ

歩
ほ

さんを  

未来のアスリートを育成・支援する 

 「岐阜市トップアスリート支援事業」の強化指定選手として認定。 

  

４ 岐阜市民栄誉賞の贈呈について                   

（贈呈式） 

   ・日 時：令和7年12月19日（金）11：00～ 

   ・場 所：行政経営会議室  

 

  なお、岐阜市ゆかりの選手がオリンピックに“初”出場した際に授与する 

 「岐阜市栄光賞」の贈呈も予定。 

＜岐阜市トップアスリート支援事業＞    

強化指定選手 認定授与式（R7.7.2） 

①デフ水泳    串田咲歩さん 

②スノーボード  村瀬心椛さん 

③   〃      村瀬由徠さん 

④ﾊﾟﾗｱｲｽﾎｯｹｰ  那須智彦さん 

⑤陸  上     赤松諒一さん 

⑥フェンシング  辻すみれさん 

⑦   〃      長瀬凛乃さん 

⑧バドミントン   平本梨々菜さん 

⑨   〃      福島由紀さん 

⑩パラ水泳    井戸夢翔さん 



自動運転バスのこれまでの取り組み

R1

中心市街地では全国初となる、自動運転バス

５年間の継続運行をスタート

R2

R3

R4

R5

岐阜市公共交通自動運転技術活用研究会を発足

県内で初めて公道での小型バス車両による実証実験

県内で初めて中心市街地でのハンドルやアクセル、
ブレーキペダルがない自動運転バスによる実証実験

歩行者と車両が分離されていない川原町を通る
岐阜公園ルートを追加し、約１ヶ月間の実証実験

®

R3実証実験

R4実証実験

R2実証実験

R5〜継続運行

5年間の継続運行の状況

凡 例

中心部ルート

岐阜公園ルート

バス停(中心部ルート)

バス停(岐阜公園ルート)

バス停(両ルート共通)

総合計 人
▮ 乗車人数（R7.12.16時点）

▮ 運行便数（R7.12.16時点）

▮ 自動運転割合

現在自動運転

89％

手動運転

11％ ① 路上駐停車の回避
② 対向車の接近回避
③ 車線変更

新たな車両を導入

89,578

総合計 便

主な手動介入要因

L４実現
への

課題

障害物回避等の対応が可能な

観光・経済など
様々な分野への

波及効果！

9,895
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 1‐(2) ギフハートバス新車両の運行開始について　　　　　　　　　　　　



POINT

新車両の特徴

緊急車両の検知

カメラ13台
センサー5台で

広範囲の検知
＆

信号認識

車両左前方

路上駐車の回避

歩行者

走行
車両

自車

高度な車載装置による検知

歩行者LiDAR/カメラ

POINT AIを活用した自動走行

集音ﾏｲｸ

集音ﾏｲｸ

LiDAR/カメラ カメラ

車内前方
設置ﾓﾆﾀｰ

適切なタイミングで
スムーズに
追い越し

カメラ13台
センサー5台で

広範囲の検知
＆

信号認識

集音マイクによる
サイレンの
検知・停車

路上
駐車

自車

識別･予測･判断（イメージ）

①車･歩行者などを識別
②その動きを予測
③即座に判断

自動回避が可能！

座席配置（乗降口から車内を望む）

新車両の特徴

車椅子固定

POINT 将来の実装を見据えた車内レイアウト

前向きの座席配置

乗り心地向上！

車椅子固定箇所
（座席を跳ね上げ）

座席
（着座のみ10席）

進行方向

車内レイアウト

1
2

3
4

5
6

7
8
9

10

運転席

進行方向
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新車両の特徴

®

撮影：白鳥慎太郎

POINT 魅力的な車両デザイン

公共交通
の

シンボル

新車両の運行開始
®

新 車 両 出 発 式
1/17（土）

10:00〜
場所：みんなの広場カオカオ
・新車両のお披露目 ・技術説明

～23 （金） 試 乗 会
場所：庁舎立体駐車場1階バス停 2番乗り場

・17日(土) 午後、18日(日) ：報道関係者
・19日(月) 〜 23日(金) ：実証実験関係者

一般乗車スタート1/24（土） ～

レベル２
自動運転での

運行開始！
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・運賃 無料 ・乗車定員 10名 ・最高時速 20km（自動運転時）

・1/17（土） 12:00〜 予約受付開始（LINEまたは電話）

N

S=free

凡 例

中心部ルート
バス停

名鉄
岐阜駅

市庁舎

JR
岐阜駅

新車両による運行の概要

柳ケ瀬

12便11便10便9便8便7便6便5便4便3便2便1便バス停

15:3015:0014:3014:0013:3013:0012:3012:0011:3011:0010:3010:00JR岐阜
15:4015:1014:4014:1013:4013:1012:4012:1011:4011:1010:4010:10柳ケ瀬
15:5015:2014:5014:2013:5013:2012:5012:2011:5011:2010:5010:20岐阜市役所・

メディアコスモス

15:5815:2814:5814:2813:5813:2812:5812:2811:5811:2810:5810:28金華橋通り
柳ケ瀬

16:1015:4015:1014:4014:1013:4013:1012:4012:1011:4011:1010:40JR岐阜

運行時間

10時～16時

毎日 6便

レベル2での100％の自動走行を積み重ね

今年度中にレベル４へ移行
全国初の中心市街地でのレベル４実現により、

自動運転のトップランナーとして全国を牽引！
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1-(3) 令和７年度史跡岐阜城跡発掘調査成果について       

 

１ 天守西側の発掘調査成果                      

① ３段目の石垣の確認 

・信長公時代とみられる、天守西側３段目の石垣を確認 

 ・『稲葉城趾之図』の西側ラインに相当する箇所において、 

 石垣そのものの石材１石を確認 

・さらに、北側のラインに相当する箇所では石垣の裏込めを確認 
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② 礎石の発見 

 ・３段目の石垣の上部には、 

  『稲葉城趾之図』には表現されていない、広い平坦地が存在 

・この平坦地を調査したところ、建物の礎石を３石確認 

・礎石はすべて川原石で、１石は平坦地のほぼ中央、 

残り２石は北側斜面で発見 

 ・北側斜面の礎石の間隔は約 1.9ｍ、 

中央と北側斜面の礎石の間隔は約 3.6ｍであり、 

これはおおむね、建築で用いられる寸法（1.8ｍ＝１間）に当てはまることから、 

  櫓
やぐら

や塀など、しっかりした建物があったとみられる。 

・土の堆積状況からみると、 

石垣と礎石は同じ地面を基礎に構築されていることから、 

一連の工事で設置されていることを確認 
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２ 発掘調査成果の公開                          

 

市民向け 

令和８年１月２４日（土）の１０時から１５時まで 

 ・１０時と１３時から天守南側で１５分程度、全体の説明をした上で、 

  天守西側の発掘調査現場を見学 

 ・調査地は狭いため、整理券を配布し、順番にご覧いただく予定 

・荒天の場合は令和８年１月３１日（土）１０時～１５時に延期 

・当日の開催については、 

岐阜市ホームページ、 

X（旧 Twitter）の「岐阜城跡発掘調査」、「岐阜市魅力部」 

岐阜公園内華松軒横の発掘調査案内所にてご案内 

 

中井 均 氏（史跡岐阜城跡整備委員会委員長・滋賀県立大学名誉教授 日本城郭史）のコメント 

① 今回、「稲葉城趾之図」に描かれている３段目の石垣を確認できたことで、天守 

西側の石垣が４段であったことが証明された。階段状に築かれた石垣は、城下から

見上げた際に、あたかも一続きの高石垣のように「魅せる」効果を狙ったものであ

ると考えられる。 

② また、天守台周辺で礎石を初めて確認できたことは予想だにしていなかった。 

この平坦地に 櫓
やぐら

や塀といった建物があった可能性がでてきた。 

令和５年度に見つかった山上の饗応施設の発見と同様、信長の岐阜城の姿を 

さらに更新する大きな成果と言えるだろう。 
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１ - (4) 「ぎふ灯り物語２０２６」について 
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